
▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町

日本の死因１位　悪性新生物（がん）
　日本人の死因第１位は悪性新生物（がん）です。しかし、がんは
早期に治療を開始すれば治る確率が上がります。早期発見・早期治
療のために大切なのは「がん検診の定期的な受診」です。初期段階
では自覚症状がないものが多くあり、「自覚症状がないから大丈夫」
ではなく、定期的にがん検診を受ける習慣をつけましょう。

　芦屋町はがん検診を受けやすくするために、検診受診料を補助し
ています。元気な今のうちから、がん検診を受診しましょう。

芦屋町のがん検診は
お得です

　～対象年齢の町民であれば、誰でも受診できます～

▽とき　平日＝毎日
　日曜日＝９月４日、10月23日、11月13日

▽ところ　芦屋中央病院2階　健診センター

▽ �申し込み　芦屋中央病院　健診センター
　（☎２２２‐２９３２）

▽ �受付時間　午前10時～午後４時

出典：厚生労働省,
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主な死因

がん検診の種類
検診名 対象者

実施医療機関
自己負担金 受診

回数芦屋中央病院 その他病院

胃がん検診

40歳以上の男女

● —
胃透視� ８００円

１
年
に
１
回

胃カメラ� ２３００円

肺がん検診 ● —
胸部X線� ３００円
（65歳以上無料）

喀
かく た ん

痰検査� ４００円
大腸がん検診 ● — � ３００円
前立腺がん検診 50歳以上の男性 ● — � ５００円

乳がん検診
40～49歳の女性

● —
X線２方向� ８００円 ２

年
に
１
回

50 歳以上の女性 X線１方向� ６００円

子宮頸
けい

がん検診 20歳以上の女性 ●
日曜日のみ ●※１ � ４００円

　町の補助があるから

※日にちに余裕をもって、電話で予約してください。
※�特定健診、基本健診、若者健診、後期高齢者健診、骨
密度測定の対象者はがん検診と同時に受診できます。
　詳しくは健康づくり係に問い合わせてください。
※�日曜日に芦屋中央病院で行う健診・検診は、託児・送
迎も行っています。

主な死因

【出典】厚生労働省
�令和３年人口動態統計の概況
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定期的に
がん検診を！

一部のがん検診が無料に
なるクーポン券の対象者
◦ �41 歳男女（昭和 56年４月２日～昭和 57
年４月１日生）＝胃がん・肺がん（胸部X
線）・大腸がん

◦ �41歳女性（昭和 56年４月２日～昭和 57
年４月１日生）＝乳がん（X線２方向）

◦ �21 歳女性（平成13年４月２日～平成14
年４月１日生）＝子宮頸がん

※�クーポン券が利用できるがん検診の対象者
には、クーポン券を５月末に郵送していま
す。受診時に持参してください。
※�無くした人は、健康づくり係で再発行でき
ます。

　「子どもの権利」という言葉を快く思わな
い大人が少なからずいます。「わがままを助
長する」、「自己中心的になる」という意見
も根強くあります。しかし、児童虐待、い
じめ、体罰などの問題が深刻になっている
中、子どもが自分たちの「権利」に気づく
機会を作ることは大切です。
　平成 6年に日本が批准した子どもの権利
条約は、子どもの権利が子どもを取り巻く
あらゆる場で実現されることを求めた条約
です。この条約を踏まえ平成 28年に改正
された児童福祉法において、初めて法律の
中で子どもの権利に関する内容が明記され
ました。
　児童福祉法では、子どもは単なる「保護」
の対象ではなく、「権利の主体」として、大
人に対して気持ちや意見を述べる権利が認
められています。一方、大人は、権利の主
体である子どもと、その子の発達段階に応
じたコミュニケーションの中から子どもに
とっての「最善の利益」を発見し、それを
実現することが求められています。
　子どもは、充実した子どもの時期を過ご
すことにより、はじめて人権感覚の豊かな
大人になることができます。そのためには、
大人は子どもを無視することなく、「対等な
立場で話を聴

き
き、誠実に答えること」を積

み重ね、子ども自身が「自分は大切にされ
ているのだ」という実感を持てるようにす
ることがとても大切です。
　子どもは、生活の中のあらゆる場面で、
大人と関わりを持ちながら生きています。
だからこそ、家庭・学
校・地域社会が連携
し、一人ひとりが子ど
もの思いを尊重しな
がら、子どもにとって
最善のものは何かを
考えて行動していき
ましょう。

差別をなくすために  第 447 号

子どもの人権

芦屋町人権・同和教育研究協議会
▷�問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）

※１：右ページの表
　子宮頸がん検診は以下の医療機関でも行
っています。
◦�齋藤シーサイド・レディースクリニック��
���（☎７０１-８８８０）
　※日祝を除く午前９時～午後２時
◦おんが病院（☎２８２-０１２１）
◦しょうこ・女性クリニック　　　　　　����
　（☎２８１-２７２７）

がん検診
ホームページ
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